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微小地震観測により明らかになった糸魚川ー静岡構造線活断層系の現在
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文部科学省によるプロジェクト「糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的調査観測」が2005
年度から5ヵ年計画で行われた。我々は本プロジェクトの一環として臨時地震観測を行い、糸静
線断層帯の全域に渡る断層深部形状、不均質構造、微小地震活動、応力場の解明に取り組んでき
た。本発表においては、微小地震観測から明らかになった糸静活断層系の現在の応力場について
報告する。

応力場に関する最も基礎的な情報源はメカニズム解である。しかし、糸静活断層系周辺で日常的
に発生している地震はほとんどがマグニチュード1以下の極微小地震であることから、現状の観
測点配置では十分な数のメカニズム解が決定されていない。そこで我々は定常観測点の配置を含
めた観測点の分布が約5km間隔程度になるように臨時の観測点配置し、可能な限り岩盤が露出し
ている場所を選定した。データはサンプリング周波数200Hzで連続収録を行い、電源については
バッテリーとソーラーパネルを併用した。また、短期間、糸静線を横断する高密度の線状アレイ
も展開した。

通常、微小地震のメカニズム解はP波初動の押し引き分布から決定される。しかし、臨時観測点
を加えても地震の規模が小さいことから、P波初動の押し引き分布のみから解を一意に決めるこ
とが困難な場合が多かった。そこで、振幅値の情報も取り入れることによりこの問題点を克服し
た。現段階で決定されたメカニズム解の個数は454個であり、従来よりも圧倒的に多数のメカニ
ズム解を高精度で決定することができた。微小地震のメカニズム解の空間分布は、大局的には松
本市（北緯36.2度）以北と小淵沢以南（北緯35.8度）で逆断層型、松本―小淵沢間の中部域が横
ずれ型であった。この応力場は、松本盆地東縁断層の南部を除いて、地形・地質学的に推定され
てきた活断層の運動センスの空間分布（活断層研究会, 1991;奥村・他, 1998）と調和的である。
松本盆地東縁断層はこれまで逆断層と認識されていたが、最近、その南部においては横ずれ運動
が卓越していることが報告されている（近藤・他, 2006）。近藤・他（2006）の結果は微小地震
から推定された応力場と調和的であり、極めて興味深い。

微小地震から得られた応力場は、上述の活断層の運動センスだけでなく、最大主応力の方向や応
力の比の情報が得られる。これらの情報を用いることで、地震発生時の各断層セグメントの破壊
進展の連動性の評価や、地震発生時期の予測モデルの構築等が期待される。
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